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2010年10月29日

20112011年年33月期月期

第２四半期決算説明会第２四半期決算説明会

本資料に記載されている業績見通しは本資料に記載されている業績見通しは､､将来の予測であって将来の予測であって､､リスクや不確定要素を含んだものですリスクや不確定要素を含んだものです｡｡実際の業績は実際の業績は､､経済情勢をはじめさまざまな要素により経済情勢をはじめさまざまな要素により､､

これら業績見通しと異なる結果となりうることをご承知おきくださいこれら業績見通しと異なる結果となりうることをご承知おきください｡｡
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2011年3月期
 

第2四半期決算の総括

『減収増益決算』

売上高は､期初受注残の減少により前年同期比で減収。
一部製造業における投資抑制等があり、公表計画は未達。

営業利益は、原価低減及び販売管理費抑制の効果により､
前年同期比で増益。経常利益、純利益においても増益。

公表計画は全ての利益項目で達成。

受注高は､公表計画未達も、３四半期連続の前年
同期比増加。「製品」、「開発」も３四半期連続増加。
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2011年3月期
 

上期
 

業績ハイライト
 

（公表計画比）

利益項目は､公表計画を上回る結果

【売上高】

金融・ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ向け案件における下期

への期ｽﾞﾚなどにより未達

【売上総利益】

売上高減少による減益影響あったものの、

売上総利益率は概ね計画水準を維持

【販売管理費】

外部委託費用、諸経費削減の効果により改善

【受注高】

情報通信向け受注好調も､金融・ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

向け案件における下期への期ｽﾞﾚなどにより

未達

【受注残高】

計画通り

主な増減要因

金額 （億円） 利益率 金額 （億円） 利益率 差異 （億円） 達成率

売 上 高 1,273 ― 1,320 ― ▲46 96.5%

売 上 総 利 益 327 25.7% 336 25.5% ▲8 97.5%

販売費及び一般管理費 ▲ 269 ― ▲ 281 ― +11 95.8%

営 業 利 益 58 4.6% 55 4.2% +3 106.0%

経 常 利 益 58 4.6% 55 4.2% +3 107.3%

純 利 益 27 2.1% 25 1.9% +2 108.4%

受 注 高 1,284 ― 1,330 ― ▲45 96.6%

受 注 残 高 1,308 ― 1,306 ― +1 100.1%

2010年度 上期

公表計画
公表計画比

実　績

2010年度 上期
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【売上高】

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ向け、流通向けが好調も、

情報通信向けで昨年度案件の反動減

があり減少

【売上総利益】

売上高減少による減益影響あったものの、

不採算案件減少あり売上総利益率は改善

【販売管理費】

外部委託費用、諸経費削減の効果により

改善

【純利益】

経常利益の改善により特別損失（資産除去

債務費用）の増加を吸収

【受注高】

情報通信向け新技術対応ﾈｯﾄﾜｰｸﾋﾞｼﾞﾈｽや

金融向け開発ﾋﾞｼﾞﾈｽが好調に推移し増加

【受注残高】

受注増に伴う増加

2011年3月期
 

上期
 

業績ハイライト
 

（前年同期比）

受注高、利益項目で前年を上回る結果

主な増減要因

金額 （億円） 利益率 金額 （億円） 利益率 差異 （億円） 伸び率

売 上 高 1,273 ― 1,310 ― ▲37 -2.8%

売 上 総 利 益 327 25.7% 332 25.4% ▲4 -1.5%

販売費及び一般管理費 ▲ 269 ― ▲ 278 ― +9 -3.5%

営 業 利 益 58 4.6% 53 4.1% +4 +9.0%

経 常 利 益 58 4.6% 52 4.0% +6 +13.1%

純 利 益 27 2.1% 26 2.0% +0 +1.3%

受 注 高 1,284 ― 1,233 ― +50 +4.1%

受 注 残 高 1,308 ― 1,273 ― +35 +2.8%

前年同期比
実　績

2010年度 上期 2009年度 上期

実績
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424
(33%)

391
(32%)

323
(25%)

285
(23%)

536
(42%)557

(45%)

0

500

1 ,0 00

1 ,5 00

2009年度
上期

2010年度
上期

製品 ： ﾈｯﾄﾜｰｸ、ｽﾄﾚｰｼﾞ、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ等主要製品の伸長により受注高、売上高ともに増加

開発 ： 情報通信向け新技術対応に伴うｼｽﾃﾑや流通向け基幹ｼｽﾃﾑ案件等により受注高増加

情報通信、金融向け開発案件の縮小により売上高減少

ｻｰﾋﾞｽ ：昨年度計上した保守・運用案件の反動減等により受注高減少

情報通信向け案件の縮小等により売上高減少

ビジネスモデル別
 

前年同期比較

（億円） 受注高受注高 売上高売上高

1,284億円

▲19億円

受注残高受注残高

製品 開発 サービス

234
(18%)

208
(16%)

246
(19%)

213
(17%) 169

(13%)

243
(18%)

825
(65%)

917
(71%)

818
(63%)

2009年度
上期末

2009年度
期末

2010年度
上期末

363
(28%)

387
(30%)

291
(22%)

249
(20%)

655
(50%)

636
(50%)

2009年度
上期

2010年度
上期

1,233億円
1,310億円 1,273億円 1,273億円 1,296億円 1,308億円

▲41億円

+23億円+33億円

+37億円

▲20億円

+92億円

▲43億円

▲25億円

▲99億円

+73億円

+37億円
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405 456

110
117

413
402

176
170

128
139

0

500

1,000

1,500

2009年度
上期

2010年度
上期

500 451

122
113

374
392

170
173

144 144

2009年度
上期

2010年度
上期

情報通信： 通信ｷｬﾘｱ向け新技術関連やﾄﾗﾌｨｯｸ増加対応により受注高増加も、売上高は昨年度

における案件の反動減で減少

金 融 ： 一部ﾒｶﾞﾊﾞﾝｸやｶｰﾄﾞ向け案件が堅調に推移し受注高増加、売上高は開発案件の

縮小により減少

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ ： 住宅業向け案件の縮小により受注高減少、売上高は一部の製造業向けﾋﾞｼﾞﾈｽが

改善したことなどにより増加

流 通 ： 商社ｸﾞﾙｰﾌﾟ向け案件の縮小により受注高減少、売上高はｺﾝﾋﾞﾆ等主要顧客向け案件が

順調に推移し増加

事業グループ別
 

前年同期比較

（億円） 受注高受注高 売上高売上高 受注残高受注残高

情報通信

 

（＋16億円）

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

 

（▲12億円）

金融

 

（＋9億円）

その他

 

（＋6億円）

流通

 

（＋4億円）

情報通信

 

（＋5億円）

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

 

（＋13億円）

金融

 

（▲3億円）

その他

 

（▲3億円）

流通

 

（▲2億円）

情報通信

 

（+51億円）

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

 

（▲11億円）

金融（+7億円）

その他

 

（＋10億円）

流通（▲6億円）

情報通信

 

（▲49億円）

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ

 

（+18億円）

金融（▲9億円）

その他

 

（▲0億円）

流通（＋4億円）

1,284億円1,233億円 1,310億円 1,273億円 1,273億円 1,296億円 1,308億円

392 408 413

123 131 129

499 487 501

154 159 157
105 111 109

2009年度
上期末

2009年度
期末

2010年度
上期末
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▲９

５８

 
（＋４）

５３

営業利益増減要因
 

（前年同期比）

（億円） 不採算案件増減

▲18億⇒▲13億

＋０．５

＋９

0

20

40

60

2009年度上期

営業利益

売上増減効果 売総率変動効果 不採算案件増減 販管費増減 2010年度上期

営業利益

＋４

売総率横這い

26.8％

 

⇒26.8％

（不採算を除く）

減収による影響

1,310億

 

⇒1,273億

【売上高増減内訳】
・

 

ｻｰﾋﾞｽ

 

：▲19億円
・

 

開発

 

：▲41億円
・

 

製品

 

：＋23億円

販管費の減少

▲278億⇒▲269億

【主な経費改善要因】
・委託社員受入費：+3億円

・その他諸経費等：+7億円
家賃＋3億円
教育研修費＋1億円

賃借料＋1億円

 

等

売上総利益減少▲４億
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■

 
不採算案件は前年上期比で減少（▲18億円

 
⇒

 
▲13億円）

■

 
不採算案件を除いた売上総利益率は前年並みで推移

不採算案件と売上総利益率の推移

（売上総利益率/%）

358

468

345

476

350

439

341

-4 -18 -18
-0

-18 -3 -13

26.8%

25.2%
25.2%

24.8%

27.1%

25.4%

27.4%

25.7%

26.2%
25.5%

26.2%

27.6%
26.8%27.1%

-50

50

150

250

350

450

550

650

2007年度上期 2007年度下期 2008年度上期 2008年度下期 2009年度上期 2009年度下期 2010年度上期

（億円）

15.0%

17.0%

19.0%

21.0%

23.0%

25.0%

27.0%

29.0%

不採算除く売総 不採算案件 不採算除く売総率 売総率実績
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SE
3 ,5 1 9

SE
3 ,5 7 1

C E 5 3 1

その他
3 ,0 6 0

その他
3 ,0 8 7

SE
2 ,1 8 3

SE
2 ,2 2 6

C E 1 2 5

その他
1 ,4 1 7

C E 5 2 4

C E 1 3 3

その他
1 ,5 5 8

0

2 ,0 0 0

4 ,0 0 0

6 ,0 0 0

8 ,0 0 0

1 0 ,0 0 0

1 2 ,0 0 0

2009年
上期末

2010年
上期末

販売管理費販売管理費抑制が増益決算に寄与抑制が増益決算に寄与

 
（前年同期比▲（前年同期比▲99億円削減）億円削減）

◆委託社員受入費：

 

外注社員数見直しにより削減

 

※派遣・契約社員数

 

前年比▲106人

◆その他：家賃等諸経費削減により大幅減少

販売管理費
 

増減要因

販売管理費 人員数

269億円278億円

10,977人 10,957人

（億円）

（人）

委託社員受入費

 
（▲3億円）

人件費

 
（＋1億円）

その他

 
（▲7億円）

社員

 
（＋86人）

派遣・契約

 
社員

 
（▲106人）

151 152

30 27

12 11

84 77

0

100

200

300

2009年度
上期

2010年度
上期

減価償却費（▲

 

0億円）
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営業外損益および特別損益
（単位：億円）

2010年度
上期実績 前年同期実績 差異
金額（億円） 金額（億円） 金額（億円）

営 業 外 収 益 2.3 2.1 +0.1 受取利息    　　　  　　 　　　　　　　 　▲0.1億円
持分法による投資利益　　　　　　　 　＋0.4億円

営 業 外 費 用 ▲ 1.6 ▲ 3.5 +1.8 投資事業組合運用損　　　　　　　　 　＋0.9億円
持分法による投資損失　　　　　　　 　＋0.7億円

営 業 外 損 益 合 計 0.6 ▲ 1.3 +2.0

特 別 利 益 2.9 - +2.9 投資有価証券売却益　　　　　　 　　  ＋2.9億円

特 別 損 失 ▲ 11.6 ▲ 2.0 ▲9.6
固定資産除却損　　　　　　　　 　　　＋0.8億円
投資有価証券評価損　　　 　　　　　▲3.3億円
資産除去債務の計上による影響 　▲6.7億円

特 別 損 益 合 計 ▲ 8.7 ▲ 2.0 ▲6.6

前年対比
主な増減
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連結ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ､Ｂ／Ｓ

■フリー・キャッシュ・フロー（FCF）
・売上債権減少額の縮小、たな卸資産増加額の拡大等に伴う営業

 

CFの減少に加え、長期預金払戻による収入の減少、無形固定資

 

産の取得による支出の増加等により、投資CFが減少。結果、FCF

 

は前期比減少。

主な増減
売上債権減少

 

▲69、たな卸資産増加

 

▲54、
未払い消費税等の減少

 

▲11、その他資産の増加

 

▲21、
仕入債務の減少

 

+24、その他負債の増加

 

+39
長期預金の払戻による収入

 

▲20、
無形固定資産の取得による支出

 

▲10

■財務CFの主な増減
配当金の支払額

 

▲3、
ﾌｧｲﾅﾝｽ･ﾘｰｽ債務の返済による支出

 

▲2

【資産・負債等の主な内訳（カッコ内は前年同期比増減】
■流動資産

現金及び預金

 

377億円（+

 

78億円）
ﾘｰｽ投資資産

 

75億円（+

 

41億円）
前払費用

 

186億円（+

 

15億円）
有価証券（主にCP)

 

309億円（▲

 

39億円）
■固定資産の主な増減

有形固定資産

 

305億円（+

 

1億円）
無形固定資産

 

73億円（+

 

17億円）
投資有価証券

 

39億円（▲

 

5億円）
■流動負債

支払手形及び買掛金

 

188億円（+ 12億円）
短期ﾘｰｽ債務

 

38億円（+ 13億円）
前受収益

 

198億円（▲11億円）
■固定負債

資産除去債務

 

11億円（+11億円）
長期ﾘｰｽ債務

 

86億円（+19億円）
■純資産

利益剰余金

 

1,008億円（+70億円）

■連結キャッシュ・フロー （単位：億円）

2009年度
上期

2010年度

上期
増減額

572 738 +165
99 9 ▲90
11 ▲ 19 ▲30

▲ 35 ▲ 41 ▲5
646 685 +39

110 ▲ 10 ▲121
■連結貸借対照表

2009年度
上期末

2010年度

上期末
増減額

流　動　資　産 1,618 1,725 +106
固　定　資　産 523 533 +9

2,142 2,258 +116
流　動　負　債 586 602 +15
固　定　負　債 74 107 +32

661 709 +48
1,481 1,549 +68
2,142 2,258 +116負　債　純　資　産　合　計

負　債　合　計

純　資　産　合　計

資　産　合　計

　営業活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動によるキャッシュ・フロー

フリー・キャッシュ・フロー

　財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の期末残高

現金及び現金同等物の期首残高
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2011年3月期

重点施策の進捗状況

2011年3月期

第2四半期決算概況

2011年3月期

下期・通期業績見通しⅡ

Ⅰ

Ⅲ



15

Copyright©2010 ITOCHU Techno-Solutions Corporation 

-15-

＜売上高＞

◇国内景気とＩＴ市場の先行きにおいては不透明感が継続しているが、当社における

受注は回復の兆しが見えていることもあり、通期の売上高見通しを変更しない。

＜利益＞

◇売上総利益率の改善や、外注費用、諸経費等における販売管理費削減も期待

できることから通期の利益見通しを変更しない。

＜売上高＞

◇国内景気とＩＴ市場の先行きにおいては不透明感が継続しているが、当社における

受注は回復の兆しが見えていることもあり、通期の売上高見通しを変更しない。

＜利益＞

◇売上総利益率の改善や、外注費用、諸経費等における販売管理費削減も期待

できることから通期の利益見通しを変更しない。

2011年3月期
 

通期業績予想のポイント

通期の見通しは公表通りとし、据え置く
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2011年3月期
 

通期業績見通し

金額 （億円） 利益率 金額 （億円） 利益率 金額 （億円） 利益率 金額 （億円） 利益率 差異 （億円） 伸び率

売 上 高 1,273 ― 1,726 ― 3,000 ― 2,903 ― +96 +3.3%

売 上 総 利 益 327 25.7% 457 26.5% 785 26.2% 768 26.5% +16 +2.2%

販売費及び一般管理費 ▲ 269 ― ▲ 290 ― ▲ 560 ― ▲ 552 ― ▲7 +1.3%

営 業 利 益 58 4.6% 166 9.7% 225 7.5% 215 7.4% +9 +4.3%

経 常 利 益 58 4.6% 166 9.6% 225 7.5% 216 7.4% +8 +4.0%

純 利 益 27 2.1% 97 5.7% 125 4.2% 124 4.3% +0 +0.3%

受 注 高 1,284 ― 1,715 ― 3,000 ― 2,851 ― +148 +5.2%

受 注 残 高 1,308 ― 1,296 ― 1,296 ― 1,296 ― ±0 ±0.0%

見通し

2010年度 下期 2010年度 通期 2009年度 通期
通期前期比

見通し 実　績

2010年度 上期

実　績
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株主還元

４５円の中間配当を実施 （通期配当９０円の予想）

連結配当性向は４５．６％ （今期純利益１２５億円達成ﾍﾞｰｽ）

５０億円/２００万株を上限に自己株を取得（配当を含めた総還元率は８５．４％予想）

※総還元率 = （自己株式取得総額 + 配当総額）

 

÷ 当期純利益

43.7%

¥197.87

¥225.90 ¥232.70

¥199.21 ¥194.62 ¥197.34

¥60
¥70

¥80 ¥80 ¥85 ¥9030.3%
31.0%

34.4%
40.2% 43.7% 45.6%

41.1%

31.3%

66.6%

78.3%

43.7%

85.4%

¥0

¥100

¥200

¥300

FY2005 FY2006 FY2007 FY2008 FY2009 FY2010（予想）
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20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

一株当たり利益 一株当たり配当金 連結配当性向 総還元率
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2011年3月期

重点施策の進捗状況

2011年3月期

第2四半期決算概況

2011年3月期

下期・通期業績見通しⅡ

Ⅰ

Ⅲ
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経営環境

◇マクロ環境は引き続き不透明感が継続、

ＩＴ市場の成長率は鈍化

◇顧客はコスト削減や戦略的分野への投資集中化

◇価格競争が激化する中、新しい需要に対応できる

製品・ソリューションが鍵
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業界No.1のﾏﾙﾁﾍﾞﾝﾀﾞｰｲﾝﾌﾗ構築力
長年の経験に裏打ちされたｲﾝﾌﾗ構築力、大規模ﾈｯﾄﾜｰｸ構築技術、
先駆けて着手した仮想化・統合化技術、ＳＩ・保守運用ﾋﾞｼﾞﾈｽを創出

高品質・高信頼性のﾄｰﾀﾙＩＴｻｰﾋﾞｽ提供力
ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞからSI開発・保守運用ｻｰﾋﾞｽにわたりﾜﾝｽﾄｯﾌﾟで
ｻｰﾋﾞｽ提供、ﾌﾙｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ、安心・安全なﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ

多種・多様なｵﾘｼﾞﾅﾙｻｰﾋﾞｽ提供力
業種別ﾉｳﾊｳやﾍﾞﾝﾀﾞｰ技術を活用したCTCｵﾘｼﾞﾅﾙｻｰﾋﾞｽ提供

ＣＴＣの固有の強みと差別化

13%

53%
34%

22%

34%
44%

22%

38% 40%

23%

31%
46%

20%

30%

50%

２００４年度 ２００７年度 ２００８年度 ２００９年度
２０１０年度上期

サービス 開発 製品

＜参考：ビジネスモデルの変化＞

業務ﾉｳﾊｳを活用したＳＩ開発力
ｲﾝﾌﾗＳＩ、業務ｱﾌﾟﾘ・ﾊﾟｯｹｰｼﾞｿﾌﾄを活用したＳＩ提供
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CTCが提供するクラウドコンピューティングサービス

ｱｾｽﾒﾝﾄから長期運用まで提供するﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄｸﾗｳﾄﾞ構築ｿﾘｭｰｼｮﾝ
SOIDEAL、仮想化統合化ｿﾘｭｰｼｮﾝ（ＶＭ

 
ＰＯＯＬ、ＡＰ

 
ＰＯＯＬ、ＤＢ

 
Ｐｏｏｌ）

顧客に多様な選択肢を提供するパブリッククラウドｻｰﾋﾞｽ（SaaS）
ＣＴＣｵﾘｼﾞﾅﾙSaaS（Ｓｅｃｕｒｅ

 
Ｐｒｅｍｉｕｍ、ＥＩＭＡＮＡＧＥＲ、ＭＡＭＳ）など

ﾊﾟｰﾄﾅｰ提供SaaS（ＳａｌｅｓｆｏｒｃｅＣＲＭ、ＧｏｏｇｌｅＡｐｐｓ、ｅｃｏＦＯＲＴＥ）など

ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰを活用した仮想化ﾎｽﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ
仮想化ﾎｽﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ

 
ＴｅｃｈｎｏＣＵＶＩＣ/ＴｅｃｈｎｏＣＵＶＩＣ

 
Ｐｒｏ

ｸﾗｳﾄﾞ導入移行計画を策定するｸﾗｳﾄﾞ導入ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
ｸﾗｳﾄﾞ導入・移行ｱｾｽﾒﾝﾄｻｰﾋﾞｽ

多様なクラウドコンピューティングビジネス

クラウド時代のビジネスインフラストラクチャーを創造クラウド時代のビジネスインフラストラクチャーを創造

ｸﾗｳﾄﾞ環境内のｼｽﾃﾑ運用を提供する運用ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ
ITｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ、統合運用監視ｻｰﾋﾞｽ、ﾏﾈｰｼﾞﾄﾞﾌｧｲｱｳｫｰﾙｻｰﾋﾞｽなど

資産をCTCが保有する利用型ｻｰﾋﾞｽ
官公庁向けや、航空業向けなど提供事例多数
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【【１１】】
 

トップラインの伸長と収益力の向上トップラインの伸長と収益力の向上

２０１１年３月期
 

下期注力事項

業種別ビジネスの拡大

通信キャリア向けネットワークビジネス継続、製造業・公共公益向けを中心としたインフラ案件推進

クラウドビジネスの拡大
製品/ｻｰﾋﾞｽ/ＤＣ一体型ｿﾘｭｰｼｮﾝの開発、ｾﾙﾌ型仮想化ﾎｽﾃｨﾝｸﾞの提供、

ｵｰﾙｲﾝﾜﾝ製品を利用した新規付加価値サービスを企画、デスクトップ仮想化案件開拓

製品の拡販

仮想化・統合化ﾋﾞｼﾞﾈｽ推進による製品販売ﾋﾞｼﾞﾈｽ拡大

証券会社向けなど金融業向け製品販売・ｿﾘｭｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大

ＳＩビジネスの拡大

基幹系ｼｽﾃﾑ推進、情報系技術を活用したＳＩ推進、ＩＦＲＳ関連ﾋﾞｼﾞﾈｽへの取り組み、ｵﾌｼｮｱ活用
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新規ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽの更なる立ち上げ
ｱﾝﾌﾞﾚﾗﾌﾞﾗﾝﾄﾞ｢ｃｌｏｕｄａｇｅ｣ｻｰﾋﾞｽ展開（ｃｌｏｕｄａｇｅﾎﾟｰﾀﾙ、ＳＯＩＤＥＡＬ ｆｏｒ ｽﾄﾚｰｼﾞ）

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ事業を中心とした事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ発のｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽも順次企画、立ち上げ

新ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ建設への取り組み

１２年度の開設に向けた顧客需要調査、設備投資計画策定

自動化ﾂｰﾙの導入準備

海外拠点設立に向けた準備・検討継続

【【２２】】
 

中長期成長に向けた投資中長期成長に向けた投資

２０１１年３月期
 

下期注力事項
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人材の強化

ｸﾗｳﾄﾞｱｶﾃﾞﾐｰ、ｽﾄﾚｰｼﾞｱｶﾃﾞﾐｰによるｴﾝｼﾞﾆｱ強化

社内情報インフラの強化
ＩＦＲＳ導入統一方針作成とｼｽﾃﾑ化

経営情報管理ﾂｰﾙの充実化

総コストの削減

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ適用したﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ管理徹底

自動化や標準化によるｻｰﾋﾞｽｺｽﾄの削減

販売管理費削減

ｵﾌｼｮｱ活用

【【３３】】
 

経営基盤及び収益体質の強化経営基盤及び収益体質の強化

２０１１年３月期
 

下期注力事項
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